
は じ め に

トノサマガエル（Pelophylax nigromaculatus）は

環境省レッドリストにて準絶滅危惧に指定されてい

る一方，北海道では外来種として定着している（斎

藤 2002）。トノサマガエルはあらゆる昆虫類，同種の

幼蛙，他種のカエルも捕食する習性を持ち（前田・

松井 2003），希少昆虫への影響や（更科ほか 2011），

他種のカエル類への影響が報告されており（竹中

1998），トノサマガエルの効率的な駆除手法の開発が

求められている（更科ほか 2011）。トノサマガエルは

水田と密接に結びついて分布しており，繁殖期にな

るとオスは水面につくった縄張りで鳴いてメスを待

ち（前田・松井 2003），抱接に至る。卵を持つメスを

捕獲することで，成体のみならず子孫の繁殖も阻害

することができるため（Thresher 2007），卵を持つ

メスを捕獲することが最も効果的な駆除といえる。

特に水田で駆除する際には，稲に無害であり，水田

内に入らずに，広く簡易的に利用できる捕獲手法が

望ましい。しかしトノサマガエルの効率的な捕獲手

法は確立されておらず，素手捕獲に頼るのみである。

カエル類の駆除において，素手捕獲が有効に作用

するのは閉鎖的な生息地だけである（Beard and
 

Pitt 2005）。近年，新たな駆除手法としてトラッピン

グ（Sawyer 2006;D’Amore et al.2009;Snow and
 

Witmer 2011），薬剤散布（Tuttle and Beard 2008;

Snow and Witmer 2010），生息地改良（Maret et
 

al.2006）が注目されている。トラッピングは低労力，

低コストという点で水田での駆除に適するが，トノ

サマガエルをトラップに誘引する方法は明らかでな

い。

カエル類の誘引要素としては，光（Yeager et al.

2014），繁殖期のオスの鳴き声（Gerhardt  1995;

Schwarzkopf and Alford 2007），疑似餌（Snow and
 

Witmer 2011），フェロモンがあげられるが（Tyler
 

2006），特に成果を上げているのは光と繁殖期のオス

の鳴き声である。Sawyer（2006）はオオヒキガエル

（Rhinella marina）がブラックライトと蛍光灯の光

に誘引されると報告している。またオオヒキガエル

とトゥンガラガエル（Engystomops pustulosus）のメ

スはオスの鳴き声に誘引される（Schwarzkopf and
 

Alford 2007;Dawson and Ryan 2012）。

本研究では，国内外来種トノサマガエルの効率的

な捕獲手法の確立を目指し，トノサマガエルが光と

オスの鳴き声に誘引されるか検証した。

手法と材料

実験個体の捕獲と鳴き声の録音

室内実験に使用するトノサマガエルは札幌市清田

区に位置する平岡公園，南幌町，恵庭市の水田にて

捕獲した。捕獲後，卵塊を持つメスの産卵を避ける

方法として，Gerhardt（1995）の手法を参考に４℃

前後に保った冷蔵庫で個別に飼育した。

実験に使用する鳴き声は，カエル類が活発になる

時間帯に（Oseen and Wassersug 2002），平岡公園

の繁殖池にて日没から正午までリニア PCM レコー

ダー（DR-07MK ）で鳴き声を録音後，音声編集ソ

フト（Sound Engine ver.5.02）で編集した。なお，

本研究では Schwarzkopf and Alford（2007）と

Dawson and Ryan（2012）の研究を参考にコーラス

を採用した。

実験施設

Bee（2007）によるアメリカアカガエル（Lithobates
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sylvaticus）の研究を参考に，実験施設を設定した。

実験室の窓は遮光パネルで完璧に塞ぎ，暗室にした。

ポリエチレンシート（OGS-16）を使用し，周壁高１

m，１辺５mの正方形を実験場とした。Bee（2007）

は床材として防音素材を使用しているが，トノサマ

ガエルの習性上，繁殖期には水を張って実験する必

要があるため，防水性のポリエチレンシートを使用

した。四隅には，光の実験時には９W の蛍光灯ラン

タン（M-5114）を，鳴き声の実験時にはスピーカー

（TY-CR22）を各台上に１機ずつ合計４機設置した

（図１）。

実験手順

本研究ではトノサマガエルの最大捕獲効率を探る

ため，繁殖期（5月～6月）と非繁殖期（8～9月）に

おいて，光と鳴き声の誘引実験をオス，メス各20個

体ずつ合計160個体で実施した。実験パターンは繁

殖期，非繁殖期それぞれオスに対する光の実験「オ

ス-光」，鳴き声の実験「オス-鳴き声」，メスに対す

る光の実験「メス-光」，鳴き声の実験「メス-鳴き声」

である。なお，繁殖期におけるメスの実験では卵を

持つ個体のみ使用した。

消灯後，実験施設の中央に実験個体と逆さにした

カゴを設置した。Gerhardt（1995）によると実験個

体を実験場の環境に適応させる時間が必要なため，

適応時間として３分間放置した。３分後，４機のラ

ンタンもしくはスピーカーのうち１機をランダムに

選び作動させ，糸でカゴを吊り上げて外した後，実

験者は静かに部屋を出た。10分後，実験個体の最終

位置を記録した。本研究では鳴き声は平均73dBで

スピーカーから再生した。

解析手法

比較対象として等分散したデータを作成した。実

験個体の最終位置から誘引物までの距離を算出し，

Dannetの多重比較検定で等分散データと比較し

た。

結 果

実験個体の最終位置を図２に示す。最終位置から

誘引物までの距離を等分散データと比較した結果，

等分散データに対し，繁殖期の「オス-鳴き声」のみ

有意差があった（P＝0.0065）。また繁殖期の「オス-

光」，「メス-光」，「メス-鳴き声」，非繁殖期の「オス-

光」，「オス-鳴き声」，「メス-光」，「メス-鳴き声」は

等分散データと比較した結果，有意差がなかった

（P＞0.05）（図３）。繁殖期の「オス-鳴き声」の実験

中，実験個体が鳴いている様子が観察された。

考 察

本研究の結果から，誘引効果が認められたのは繁

殖期のオスに対する鳴き声のみであり，トノサマガ

エルのメスは蛍光灯の光とオスの鳴き声では誘引，

捕獲できないことが示唆された。

多くのカエル類が光走性を持つことが知られてい

るが（Pearse 1910），本研究ではトノサマガエルの

オス，メス共に光には誘引されなかった。原因とし

て光に誘引される虫の有無が考えられる。オオヒキ

ガエルが野外にて光に誘引される要因は（Sawyer
 

2006），光に誘引された虫を捕食するためである

（Hienton 1974;Schwarzkopf and Alford 2007）。

本研究は室内実験であり虫がいない条件下での実験

であったため，トノサマガエルが虫の捕食を目的と

して光に誘引されるかは明らかではない。今後は野

外にて光を用いた実験を実施するか，疑似餌を利用

してトノサマガエルを誘引できるか検証する必要が

ある。ただしトノサマガエルは繁殖期には積極的に

捕食しないため（更科ほか 2011），繁殖期は捕食目的

で誘引されることはないと推察される。

Bee（2007）によるアメリカアカガエルの研究，

Schwarzkopf and Alford（2007）によるオオヒキガ

エルの研究と同様，繁殖期においてトノサマガエル

のオスは鳴き声に誘引されることが示唆された。プ

エルトリコにおける外来種コキーコヤスガエル

（Eleutherodactylus coqui）の研究によると，オスを

駆除することは個体数削減に有効である（Town-

send et al. 1984）。しかし北海道におけるトノサマ

ガエルの分布拡大速度は速く（Takai 2011），このよ

うに分布拡大速度の速いカエルはオスの駆除による
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図1 実験施設

周壁１m，１辺５mの正方形。四隅にランタンまたはスピー

カーを設置し，４機の内１機のみ作動後，スタート地点のカゴを

吊り上げて外した。



個体数削減効果が閉鎖系でのみ有効である（Beard
 

and Pitt 2005）。従って北海道の広大で連続性のある

水田では有効とは言えない。また非繁殖期にはオス

が鳴き声に誘引されないことが示唆された。非繁殖

期におけるカエル類の鳴き声に対する反応について

の研究は少なく，本研究の結果は生態学的に意義が

国内外来種トノサマガエル（Pelophylax nigromaculatus）の効率的な捕獲手法の検討

図2 実験施設と実験個体の最終位置

●実験個体（各実験20個体）の最終位置 ×スタート地点

○ランタン スピーカー 作動させたランタン 作動させたスピーカー

Ａ「オス-光」 Ｂ「オス-鳴き声」 Ｃ「メス-光」 Ｄ「メス-鳴き声」 「’」非繁殖期
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ある。

またオスの鳴き声にメスが誘引されないことが示

唆された。本研究では鳴き声としてコーラスを採用

したが，コーラスに比べ，単独の鳴き声に対するメ

スの選択性についての研究が進んでおり，メスは優

位周波数（dominant frequency）の低い鳴き声を好

むことが明らかになっている（Felton et al. 2006;

Schrode et al.2012）。今後は単独のオスの鳴き声の

誘引効果について検証する必要がある。ただし，メ

スの誘引に有効な音声を駆除トラップに採用して

も，トラップにオスが入った場合，他のオスの鳴き

声で き消される可能性が高い。よって，メスを捕

獲するためにはオスの誘引を避けるか，トラップに

殺傷能力を付加しなければならない。
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Abstract
 

Black-spotted pond frog (Pelophylax nigromaculatus)is an alien species in Hokkaido,Japan. This study
 

aims to establish efficient methods for reducing Black-spotted pond frogs,and determined whether fluores-

cent light and chorus of males could attractive to conspecific frogs. Our study results showed that male
 

frogs were attracted by chorus during breeding season. However fluorescent light was not significantly
 

attractive method.
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